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会員機関相互の情報・ノウハウ共有の強化と人材育成

各会員機関が、個々の特性や置かれている状況に応じて細やかな情報交換を行い、 その構成員に業務上必要な研鑽を
積ませ、人材を育成していくことができるよう、その機会を創出する。

オープンサイエンスに向けた先進的な取組事例の情報収集・共有化をすすめ、各会員機関が応用・活用できるようにす
る。また、国内外の関連団体との連携・協力をはかることにより、コミュニティを活性化する。

（重点活動項目（2022-2026 年）［ミッション］より）

2

会員機関が参加するメーリングリストの管理

Webサイトでの情報共有・発信

What : 何をしているの？
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オープンサイエンス関連の基本ドキュメント

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/os-resource

オープンアクセスウィーク2022 特設ページ

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/oaw2022

3

活動の成果物①

全国のリポジトリ担当者に向けた
さまざまな情報発信

オープンアクセスウィークの
広報活動

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/os-resource
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/oaw2022
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JPCOAR Newsletter: CoCOAR(～2022年度)

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/62

活動の成果物②

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/62
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？

新たな情報発信の企画
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CoCOAR →2023年度からウェブマガジンに！

CoCOARからウェブマガジンへ

情報発信の方法を一新！
読者層の拡大を図ります

★アクセシビリティ
★ユーザビリティ
★ブランディング
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①JPCOAR Community ML
（協会の活動や会員機関相互の情報共有用）

②JPCOAR JAIRO Cloud Community ML
（JAIRO Cloudのユーザーサポート・相互協力用）

メーリングリストの管理

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/155

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/155
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When : いつ活動しているの？

定例：月に1回のミーティング

随時：Webサイトの更新
メーリングリストのメンバー追加
OA Weekの広報
Webマガジンの企画

メンバー間で分担して担当。
本務の繁忙期には、対応できるメンバーと分担して進められる
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Where : どこで活動しているの？

全国の会員機関に所属しながら参加しています！
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How : どうやって活動しているの?

プロジェクト管理ツールを使って
情報共有しながら活動を進めています！

効率的なタスク管理の方法に触れる機会になります
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Why : なぜこの部会に入ったの？

・図書館利用者としての経験：リポジトリ掲載された論文
が卒論の貴重な情報源だった

・リポジトリ担当ではなかったが、上司からの誘いで参加
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広報・普及作業部会の推しポイント

担当内容が庶務・総務・広報のような業務が多く、
「なにか作業部会に入ってみたいけど、リポジトリの知識・経験が薄いから気が引ける……」

というかたにもおすすめできる

広報の企画や情報発信（更新作業）を通して
リポジトリやオープンアクセスなどの情報が
入りやすいため、日々の学びにも繋がる

（作業部会員に聞いてみました）
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広報・普及作業部会の推しポイント

顔の見える形で他館とのつながりができました

作業部会に参加する方とのつながりができて、相談や情報
共有をしやすくなりました

全国の図書館職員と（単にイベントや研修で名刺交換する
よりも）一緒に同じ仕事をすることですごく仲良くなれる。
そのネットワークは自機関の業務にも活かせる。

（作業部会員に聞いてみました）
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広報・普及作業部会の推しポイント

リポジトリ事業を俯瞰して見るきっかけにもなりました。１人で
やっていると目の前の、メタデータの登録とか著作権処理とかしか
見えなくなりますが、ウェブでの広報にしても、広報誌での広報に
しても、そもそも何のために誰のためにということを意識すること
が多かったので、自然とこれまでのリポジトリとかこれからのリポ
ジトリとかについて考えるきっかけになりました。

（自機関の業務では経験しづらい）全国的に影響を与える
ような大きな仕事ができる。

（作業部会員に聞いてみました）
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広報・普及作業部会の推しポイント

WEKOに触れられる。他のリポジトリに触れる機会も少な
いので、WEKO未使用館にも割とメリットになるのかもと
思います。

ミーティングのオンライン開催も
参加しやすさの面でメリットでした。

（作業部会員に聞いてみました）
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